
一滴の地下水が織りなす大自然のアート

神秘の彩り、五色沼

長い歴史と伝統を感じて…

季節や見る場所、時間帯によってさまざまに表情を変える、五色沼。その美しさに魅せられて
プロカメラマンも多く訪れる、人気の撮影スポットです。そんな自然の魅力いっぱいの五色沼
を、ベテランガイドさんに解説してもらいながら歩くのはいかが？裏磐梯の自然の成り立ちに
ついて、初めて訪れる人にもわかりやすく丁寧に解説してくれます。平坦なコースもあるので、
安心して参加できそう！ 

神秘の五色沼ガイドウォーク
福島県耶麻郡北塩原村桧原字湯平山 1171-1

あぶくま洞
福島県田村市滝根町菅谷東釜山１

世界で唯一の建築様式

円通三匝堂 (会津さざえ堂 )
福島県会津若松市一箕町大字八幡弁天下 1404-2

▲木漏れ日を感じる五色沼散策：１名 2,800 円
　( ガイド料・消費税・保険代込 )

白虎隊記念館
福島県会津若松市一箕町大字八幡字弁天下 33

▲入場料：大人 (高校生以上 ) 1,200 円、
　中人 (中学生 )800 円、小人 (小学生 )600 円

デコ屋敷 本家大黒屋
福島県郡山市西田町高柴字舘野 163

▲絵付け体験：十二支 1,296 円、三春駒 1,728 円

「でこ」とは、和紙を使った張り子の人形のこと。その工人の集落を昔か
ら「でこ屋敷」と呼びます。元禄時代からの長い歴史と伝統を受け継ぎ、
いまでも多くの種類の郷土玩具を生み出しています。ここではぜひ、絵付
け体験を。代表的な三春駒や恵比寿様・おかめ・干支など、ラインナップ
は様々。温かみのあふれる、かわいい作品ができることまちがいなしです。

全長 600m の洞内に、種類と数の多さでは東洋一ともいわれる鍾乳石が続くあぶくま洞。お
よそ 8,000 万年という歳月をかけて創られた大自然の造形美を間近で感じることができま
す。したたり落ちる地下水が自らの溶食作用によって創りあげる様々なかたちにはそれぞれ
に名前が付けられていて、想像力を掻き立てられます。不思議と感動の地底ファンタジー、
ぜひ楽しんで。

会津さざえ堂は、寛政８年 (１７９６)に建立された、高さ１６．５ｍ、六角三層のお堂。かつてはその
独特な２重螺旋のスロープに沿って西国三十三観音像が安置され、参拝者はこのお堂をお参りすること
で三十三観音参りができるといわれていました。上りと下りが全く別の通路になっている構造は世界的
にも珍しく、たくさんの参拝者がすれ違うこと無く安全にお参りできます。建築史上でその特異な存在
が認められて、平成８年に国重要文化財に指定されたそうです。ぜひ一度訪れてみて。

神秘の五色沼ガイドウォーク

会津若松の歴史を知る

白虎隊記念館
びゃっこ　たい　　き　ねん　かん

戊辰戦争における「白虎隊」をはじめとする会津藩の悲劇を後世に伝えたいという思いか
ら、私財を投じて作られた史料館。「白虎隊」以外にも戊辰戦争関係の様々な史料 (遺品、
遺墨、写真 )やジオラマなどが展示されています。さらに、会津藩関係の史料や、当館の
創立者と親交のあった人物の史料も。会津若松の歴史を深く知ることができます。
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廣酒造 嘉永蔵
福島県会津若松市日新町 12-38

受け継がれる魂を感じて

末廣酒造 嘉永蔵
すえ　ひろ　しゅ　ぞう　　か　えい　ぐら

まち歩きの途中でふと寄れる便利な立地にある本格的な酒蔵が、こちら。江戸幕府末期の嘉永３
年 (１８５０年 )創業で、猪苗代出身の野口英世博士ゆかりの酒蔵。地元の農家によって契約栽培
された原料米を使用し、「米」「水」「人」と会津にこだわって酒造りを行っているそう。カフェも
併設されていて、シックな調度で落ち着きのある店内では、銘酒の仕込み水で入れたコーヒーや
大吟醸を使ったシフォンケーキなどの酒蔵らしいメニューをいただくことができます。

◀高遠そば (ねぎそば )：1,296 円
▲蔵見学は、9：30 から 30分ごとに実施されています

▲柳津流ソースカツ丼：880 円 ( 税別 )奥会津食彩蔵　河内屋
福島県会津若松市七日町 6-3

絶品ソースカツ丼！

奥会津食彩蔵 河内屋
おく　あい　づ　　しょくさいぐら　　　かわ　ち　　や

会津若松市七日町通りの中央付近に位置する、蔵造りのお店。奥会津の自然に育まれた伝統食や民・
工芸品などが多数取り揃えられているので、お土産を購入するのにぴったり。食事処では、会津の
ご当地グルメであるソースカツ丼に注目！ふわふわとろとろの卵の上にソースカツを乗せるのが、
柳津流なんだとか。他にも、地元産の食材を使った最高級ロールキャベツなど、こだわりのメニュー
を楽しむことができます。食を通じて、知られざる奥会津の魅力を堪能してみて。

今回、ふたりが宿泊したホテルは ...

裏磐梯レイクリゾート 迎賓館 猫魔離宮
国立公園内にあり、桧原湖・磐梯山を望む標高約８００ｍの高原リゾート。五色沼
からは徒歩３分、大自然に囲まれた絶好のロケーションです。
ホテル内に足を踏み入れた瞬間に始まるのは、まさに大人のラグジュアリーステイ。
雄大な大自然、アート、美食を堪能しつつ、快適に滞在することができます。おす
すめは、なんといっても露天風呂。桧原湖をはじめとした、自然豊かな風景に心が
癒されます。 時間とともに異なる空の色と、四季折々の景色が愉しめ、古くから「黄
金の湯」として愛されてきた名湯は効能も豊か。猫魔温泉のお湯を心ゆくまで満喫
しましょう！

裏磐梯レイクリゾート 迎賓館 猫魔離宮
福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字湯平山 1171-1
猪苗代磐梯高原 ICから車で約 25分

QRコードを読み取って、
360°VR映像をみてみよう！
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BS-TBS にて
毎週水曜よる 11 時 ~放送中！

小室安未 &島袋聖南　裏磐梯・会津若松へのタビ
 5/15 , 5/22 放送

大内宿 三澤屋
福島県南会津郡下郷町大内山本 26-1

殿さまを唸らせたお蕎麦を堪能

大内宿 三澤屋
おおうちじゅく　　　み　さわ　や

江戸時代、会津藩主保科正之公が好んだ高遠 (たかとお )そばを今に伝える「三澤屋」。大
根おろしと鰹節のシンプルな高遠そばを曲がりネギで食べるのが三澤屋流で、この形に至
るまで何度も試行錯誤を繰り返したそう。会津の郷土料理「こづゆ」や、岩魚の塩焼き、
烏骨鶏のぶっかけごはんなども気になる！


